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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 
   

    

  

 

・運動が好きな割合が多いが、今年度も体育の授

業時間以外にも、体を動かす機会を増やし、運

動の楽しさを日常的に増やしていく必要がある

と考える。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

  ・スキー学習において、保護者の方に指導補助を依頼し、子どもの安全確保や運動時間の充実を確保できるようにする。 
  

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「運動は楽しい！」 

 「運動してみたい！」と 

  感じられる授業づくり 

・一人一台端を効果的に活用

し、体育や健康に関する課題を 

子ども自らが発見し、目標をも

って取り組めるような授業づく

りを行う。 

 

・子どもの運動時間を充実さ

せ、試したり繰り返したりでき

る場を保障する授業改善を進め

る。 

〇三間（仲間、時間、空間）の創出

により運動機会の充実を図る 

・グラウンドにてボールコートの 

 設営をする。 

・朝活動や、体育の授業等で「縄跳

び」の継続して取り組むことで、

体力の向上を図る 

・学級遊びやふれあい活動にて、 

 運動に親しむ時間を設定する。 

 仲間と協力して活動出来る内容を 

 考える。 

〇各教科等の内容を関連付けた健

康教育の推進 

・栄養教諭と連携しながら、食育

に関する指導を行う。 

・養護教諭と連携しながら、発達

段階に応じた健康教育を行う。 

 

〇家庭との連携 

・学校評価において、子どもたち

の生活習慣に関するアンケート

を行い、その結果を受けて指導

の充実を図っていく。家庭とも

連携していく。 

〇前回の記録と同程度もしくは上回った種目 

・握力 ・上体起こし ・５０ｍ走        

・２０ｍシャトルラン ・ソフトボール投げ 

 

〇前回の記録より下回った種目 

・長座体前屈 ・反復横跳び ・立ち幅跳び 

〇前回の記録と同程度もしくは上回った種目 

・握力 ・上体起こし ・５０ｍ走        

・２０ｍシャトルラン ・ソフトボール投げ 

〇前回の記録より下回った種目 

・長座体前屈 ・反復横跳び ・立ち幅跳び 

 

・「縄跳びタイム」の積極的な取組みが、体幹

を鍛えることに繋がっていると考えられる。

日々の体育の取組みの成果が、瞬発力の育成

にも繋がっていると考えられる。 

・柔軟性を高めることに課題が見られる。体つ 

 くり運動の時間や、体育の前の体操で柔軟性 

 を高めるトレーニングを行っていきたい。 

〇「運動が好き」「運動がやや好き」と回答し

た子どもの割合 

Ｒ６年度男子 ９６．８％ 女子７０．３％ 

Ｒ７年度男子 ９４．５％ 女子８５．３％ 

〇保健を学習して、もっと運動をしようと思った子ども

の割合（思う、やや思うの合計） 
Ｒ６年度    男子：８３．９％    女子：８４．７％ 

Ｒ７年度    男子：８５％      女子：８２．４％ 

 


